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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

ゲルマニウム半導体検出器による魚体中 137Cs 量の測定は、供試魚をミンチ状にして測定する必

要があるため、１個体における 137Cs 経時的挙動の把握が困難であった。本研究では、CsI シンチ

レーション検出器(以下、CsI 検出器)を用いて生きたまま測定を複数行うことで、同一の供試魚に

おける、経時的な魚体中 137Cs 総量を推定することができた。 

                                                                                                                           

（１） CsI 検出器で測定した総カウント数と 137Cs 総量の関係を示す検量線を作成した（表１）。 

（２） 検量線は y = 18.465x + 0.9807（p＜0.05、R² = 0.9791、x：1 秒当たりの総カウント数、

ｙ：137Cs 総量）となり、CsI 検出器で測定した総カウント数から、137Cs 総量を高い精度で

推定することができた（図 1）。 

（３） 総カウント数の経時的変化測定のため、ヤマメ飼育試験を実施した（表２）。成長した供試

魚３個体（図２）について、137Cs 総量の経時的変化を得ることができた（図３）。 

（４） 137Cs 濃度測定及び総カウント数測定前の供試魚は、２日間の無給餌とした。 

（５） 137Cs 総量の経時的変化より生物学的半減期は 95～193 日と推定された。増重率が小さいほ

ど生物学的半減期は短く、排出期間における 137Cs 総量の減少には、増重率が影響している

可能性が考えられた（表３）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 同一個体における経時的な 137Cs 総量の変化を把握し、内水面における 137Cs の挙動を科学

的知見から説明することができる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 他試験結果等との比較においては、摂餌内容等飼育条件の差異による影響に留意する必要

がある。  
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表３ 総カウント数を追跡した供試魚の排出速度定数及び

生物学的半減期 

図１ 1 秒当たりの総カウント数に対する 137Cs 総量 

（p＜0.05、点線は、95％信頼区間を示す。） 

図２ 供試魚の成長 

（カウント数経時的変化測定試験） 

表２ カウント数経時的変化測定試験の飼育条件 

図３ 魚体中 137Cs 総量（検量線より算出） 

0～45 日：137Cs を含む餌の給餌期間  

48～181 日：市販配合飼料の給餌期間 

表１ 検量線作成試験の飼育条件 


